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◆
質
問　

�

井い
の

上う
え

真ま

佐さ

美み

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

　
江
坂
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
増
設
を

問 �　
江
坂
駅
は
、
一
日
平
均
の
乗
降
人
員

が
８
万
人
を
超
え
、
御
堂
筋
線
で
は
新
大

阪
駅
に
次
い
で
８
位
で
、
駅
舎
は
２
５
０

ｍ
も
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
駅
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
駅
ホ
ー
ム

内
の
１
基
を
除
き
、
南
側
改
札
口
に
１
基

し
か
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
江
坂
地
区
に

は
多
く
の
企
業
が
集
積
し
、
江
坂
駅
は
本

市
の
玄
関
口
と
も
言
え
る
。
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
大
変
重
要
で
あ
り
、
北
側
改
札
口
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
、
多
く
の
方
々
が

待
ち
望
ん
で
い
る
。
設
置
に
向
け
て
検

討
・
協
議
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答 ���

副
市
長 　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
は
、

解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
あ
る
が
、
関
係

機
関
と
協
議
し
、
実
現
性
を
探
り
た
い
。

政
府
等
へ
意
見
書

　
次
の
意
見
書
案
６
件
を
可
決
し
、

政
府
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

◇�

自
治
体
に
お
け
る
防
災
・
減
災
の

た
め
の
事
業
に
対
す
る
国
の
財
政

支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
自
治
体
共
通
の
課
題
で
あ
る
社
会

資
本
の
経
年
劣
化
対
策
等
の
防
災
・
減
災

の
た
め
の
事
業
に
重
点
的
な
予
算
配
分
を

行
い
、
地
方
負
担
額
の
軽
減
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
橋
梁
等
の
道
路

施
設
の
長
寿
命
化
に
資
す
る
耐
震
化
や
維

持
補
修
及
び
架
け
替
え
、老
朽
化
し
た
上・

下
水
道
等
の
社
会
資
本
の
更
新
や
維
持
補

修
、
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎
等
の
耐
震
化

等
に
よ
る
防
災
機
能
強
化
に
つ
い
て
、
補

助
採
択
基
準
の
緩
和
や
補
助
率
引
上
げ
な

ど
国
庫
補
助
制
度
の
拡
充
、
交
付
対
象
事

業
の
範
囲
拡
大
等
の
財
政
支
援
を
拡
充
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。�

（
全
員
賛
成
）

◇�

中
小
企
業
の
成
長
支
援
策
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
次
の
事
項
の
実
現
を
強
く
求
め
る
。
⑴

環
境
、
健
康
、
医
療
な
ど
新
た
な
成
長
分

野
の
事
業
に
取
り
組
む
中
小
企
業
へ
の
成

長
支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
⑵
地
域
の
中

小
企
業
に
雇
用
や
仕
事
を
生
み
出
し
、
内

需
を
創
出
す
る
活
性
化
策
と
し
て
、
老
朽

化
し
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
修
繕
、
補
強
等

の
公
共
事
業
に
、
一
定
期
間
集
中
的
投
資

を
行
う
こ
と
⑶
中
小
企
業
の
新
た
な
投
資

を
促
進
し
、
雇
用
の
維
持
、
創
出
に
資
す

る
国
内
立
地
推
進
事
業
費
補
助
金
を
更
に

拡
充
す
る
こ
と
⑷
電
力
の
安
定
的
供
給
体

制
を
構
築
し
、
自
家
発
電
設
備
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
等
の
導
入
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
高
効

率
照
明
へ
の
買
換
え
等
を
促
進
す
る
支
援

措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
⑸
中
小
企
業
の
将

来
性
と
事
業
継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に

若
者
の
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
地
域
単

位
で
強
化
す
る
な
ど
、
優
秀
な
若
手
人
材

の
確
保
策
を
講
じ
る
こ
と
。�（
全
員
賛
成
）

◇�

過
労
死
防
止
基
本
法
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書

　
次
の
内
容
の
法
律
（
過
労
死
防
止
基
本

法
）
を
１
日
も
早
く
制
定
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。
⑴
過
労
死
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
、
国
が
宣
言
す
る
こ
と
⑵
過

労
死
を
な
く
す
た
め
の
、
国
・
自
治
体
・

事
業
主
の
責
務
を
明
確
に
す
る
こ
と
⑶
国

は
、
過
労
死
に
関
す
る
調
査
、
研
究
を
行

う
と
と
も
に
、
総
合
的
な
対
策
を
行
う
こ

と
。�

（
全
員
賛
成
）

◇�

こ
こ
ろ
の
健
康
基
本
法
（
仮
称
）

の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

　
１
９
９
８
年
（
平
成
10
年
）
か
ら
毎
年

３
万
人
以
上
の
人
々
が
自
ら
命
を
絶
ち
、

国
民
の
40
人
に
一
人
以
上
が
精
神
疾
患
の

た
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
。
ひ

き
こ
も
り
、
虐
待
、
路
上
生
活
な
ど
緊
急

の
社
会
問
題
の
多
く
の
背
景
に
は
、
心
の

健
康
の
問
題
が
あ
る
。
昨
年
、
厚
生
労
働

省
は
、
こ
れ
ま
で
４
大
疾
病
と
位
置
付
け

て
重
点
的
に
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
、

が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
に
精

神
疾
患
を
加
え
て
、
５
大
疾
病
と
す
る
方

針
を
決
め
た
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

体
制
の
構
築
は
立
ち
後
れ
、
精
神
科
の
医

師
、
看
護
師
も
慢
性
的
に
人
手
不
足
の
状

態
で
あ
る
。
精
神
疾
患
対
策
の
基
本
理
念

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
こ
こ
ろ
の
健
康
基

本
法
（
仮
称
）
を
早
期
に
制
定
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。�

（
全
員
賛
成
）

◇�

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る「
地
方

財
源
を
確
保・充
実
す
る
仕
組
み
」の

構
築
を
求
め
る
意
見
書

　
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
最
も
重
要

な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整
備
、
保
全
等

を
推
進
す
る
市
町
村
の
役
割
を
踏
ま
え
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
の
一
定
割

合
を
森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
「
地

方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」
を

早
急
に
構
築
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
）

◇�

米
軍
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22

オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
飛
行
場

配
備
に
関
す
る
意
見
書

　
本
年
６
月
29
日
、
米
国
政
府
か
ら
日
本

政
府
に
対
し
、
米
軍
垂
直
離
着
陸
輸
送
機

Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
を
沖
縄
県
米
海
兵
隊

普
天
間
飛
行
場
へ
配
備
す
る
通
報
が
さ
れ

た
。
政
府
及
び
防
衛
大
臣
は
市
街
地
に
大
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き
な
影
響
は
与
え
な
い
と
オ
ス
プ
レ
イ
の

安
全
性
を
強
調
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、
沖

縄
県
民
を
始
め
と
す
る
国
民
の
生
命
と
人

権
を
無
視
し
た
対
応
は
到
底
容
認
で
き
な

い
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
飛
行
場
配
備

計
画
撤
回
を
求
め
る
沖
縄
県
議
会
、
那
覇

市
議
会
を
始
め
と
す
る
自
治
体
議
会
意
見

書
及
び
配
備
と
飛
行
訓
練
等
に
つ
い
て
関

係
自
治
体
の
意
向
を
十
分
尊
重
す
る
よ
う

求
め
る
全
国
知
事
会
緊
急
決
議
を
尊
重
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。�
（
賛
成
多
数
）

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
「
関
西
電
力
大
飯

原
子
力
発
電
所
３
・
４
号
機
の
稼
働
停
止

を
求
め
る
意
見
書
」、「
四
国
電
力
伊
方
原

子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見

書
」、「
尖
閣
諸
島
の
実
効
支
配
を
推
進
す

る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
提
出
議
案

　
次
の
条
例
案
が
議
会
運
営
委
員
会
か
ら

提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇�

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
条
例
の
一
部
改
正

　
任
期
満
了
、
辞
職
、
失
職
、
死
亡
な
ど

の
理
由
に
よ
り
議
員
で
な
く
な
っ
た
月
の

報
酬
を
日
割
支
給
に
す
る
と
と
も
に
、
長

期
欠
席
議
員
の
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
減

額
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

　
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
主

な
議
案
に
つ
い
て
、
審
査
し
た
内
容

の
一
部
（
主
な
質
疑
項
目
、
意
見
の

概
要
）
を
お
伝
え
し
ま
す
。

財

政

総

務

暴
力
団
排
除
等
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�
暴
力
的
不
当
要
求
行
為
の
定
義

○�
公
共
工
事
等
の
受
託
業
者
が
暴
力
団
等

で
あ
る
か
警
察
へ
照
会
を
か
け
る
基
準

○�

公
共
工
事
等
の
契
約
に
お
い
て
条
例
の

実
効
性
を
担
保
す
る
方
策

○�

暴
力
団
等
の
公
の
施
設
等
の
利
用
を
規

制
で
き
る
範
囲

○�

青
少
年
に
対
す
る
啓
発
の
取
り
組
み

○�

本
市
に
お
け
る
暴
力
団
員
及
び
暴
力
団

密
接
関
係
者
の
実
態
把
握

○�

現
在
の
入
札
制
度
に
お
け
る
暴
力
団
等

の
参
入
の
可
能
性

○�

条
例
施
行
上
の
課
題
等
を
関
係
部
局
と

事
前
に
協
議
し
条
例
提
案
す
る
必
要
性

消
防
表
彰
条
例
及
び
消
防
職
員
等

賞
じ
ゆ
つ
金
条
例
の
一
部
改
正

�

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

消
防
審
査
委
員
会
及
び
賞
じ
ゅ
つ
金
審

査
委
員
会
へ
の
議
員
参
画
が
、
二
元
代

表
制
に
矛
盾
す
る
と
考
え
る
理
由

○�

議
会
選
出
委
員
に
代
わ
る
委
員
を
補
充

す
る
必
要
性

○�

両
委
員
会
の
委
員
か
ら
議
員
を
外
す
こ

と
に
よ
り
生
じ
る
問
題
点

○�

消
防
審
査
委
員
会
に
お
い
て
市
長
事
務

部
局
の
内
部
組
織
が
功
労
者
を
判
断
す

る
こ
と
の
是
非

土
地
開
発
公
社
の
解
散

�

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

土
地
開
発
公
社
解
散
に
伴
い
必
要
な
保

有
財
産
の
清
算
手
続
等
の
進
捗
状
況

○�

解
散
に
当
た
り
、
市
職
員
と
し
て
採
用

を
望
む
公
社
職
員
６
名
中
３
名
を
採
用

し
な
か
っ
た
理
由
及
び
公
社
職
員
の
処

遇
に
対
す
る
本
市
の
道
義
的
責
任

　
︿
反
対
意
見
の
概
要
﹀

　
公
社
の
解
散
に
当
た
っ
て
は
、
本
市
職

員
と
し
て
採
用
を
希
望
す
る
公
社
職
員
全

員
を
採
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
公
社
職
員

の
処
遇
で
は
市
の
責
任
逃
れ
は
許
さ
れ

ず
、
無
責
任
な
対
応
は
認
め
ら
れ
な
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

�

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

個
人
市
民
税
の
増
額
を
見
込
む
根
拠

○�

留
保
財
源
額
の
近
年
の
推
移

○�

防
災
体
制
推
進
事
業
で
避
難
誘
導
の
た

め
に
整
備
す
る
装
備
内
容
及
び
迅
速
な

避
難
誘
導
を
行
う
た
め
の
体
制
の
構
築

○�

地
域
防
災
計
画
修
正
委
託
料
を
こ
の
時

期
に
補
正
予
算
と
し
て
計
上
す
る
理
由

○�

土
地
開
発
公
社
解
散
に
伴
い
市
が
買
い

戻
す
用
地
の
有
効
活
用
策
の
検
討

　
︿
反
対
意
見
の
概
要
﹀

　
委
員
会
終
了
後
の
本
会
議
に
お
い
て
修

正
案
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
り
、
本
案
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

文

教

産

業

図
書
館
条
例
の
一
部
改
正

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

蔵
書
数
の
充
実
や
自
習
室
の
設
置
な
ど

本
に
親
し
む
環
境
整
備
の
必
要
性

○�

窓
口
業
務
の
民
間
委
託
の
慎
重
な
検
討

及
び
職
員
の
適
正
配
置

避難誘導者用の被服と装備品

定
例
会
の
概
要

各
会
派
の
質
問

意

見

書

常
任
委
員
会
議
決
結
果

要
望
・
陳
情


